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奥尻島は北海道渡島半島のほぼ西端に当たる久遠郡帆越岬

の西方約18kmの日本海上の島で周囲約60km面積約144

km2ある･奥尻島には室津島無縁島トド島沖のハッピ

をはじめとする多くの小島や岩礁カミ付随しており海産物の豊

富なところとしても有名である.

奥尻島の地形図は奥尻島北部と奥尻島南部の2葉となって

いるカミ利用者の便宜を計りr奥尻島北部及び南部｣図幅とし

て一枚の地質図にまとめられている.

奥尻島地域はいわゆるグリｰンタフ地域に当たり白亜紀

の酸性な火山活動によってもたらされた奥尻層藻内火山岩類

とこれらに避入する深成岩類を基盤岩とし新第三系の地層が

広く分布している･また更新世から完新世に至る海成段丘

カミ数多く美事な発達をなしている.

基盤岩をなす奥尻層及び藻内火山岩類は主として流紋岩の

火山活動による産物で前者は流紋岩の火山砕屑岩と小量の砂

岩及び泥岩からなり後者は流紋岩溶結凝灰岩を主とし上部

に安山岩溶岩を伴っている･これらは花商閃緑岩を主とする

深成岩類の上位にルｰフペンダントとして存在し熱変成を受

けてホノレンフエルス化している､

深成岩類は中粒のほぼ均質な岩相を示す角閃石黒雲母花商

閃緑岩か主体で部分的に花筒岩石英閃緑岩等の岩相を含む

が単一の岩体と見なされる･なお幌内地域では斑れい岩の

ゼノリスを伴っている･花筒閃緑岩の黒雲母によるK-Ar年

代測定で95.8土3.1Maという値が得られている.

新第三系は下位から育苗層群(松江玄武岩層烏頭川層

つ｡かけ

育苗川層)釣懸層千畳層米岡層仏沢層神威山層及び勝

澗層からなっている.

育苗川層群の地層はいずれも火山噴出物を主体とし小量

の砂岩泥岩及び褐炭層を挟有する地層で更に育苗川層中に

は溶結凝灰岩が認められるなどその堆積環境は陸域であった

と推定されている.これらはいわゆる下部グリｰンタフに

相当するもので産出する花粉化石からその時代は前期中新世

～いえる.

前期中新世末から鮮新世にかけての釣懸層千畳層米間層

及び仏沢層はいずれも海成層で下位の育苗層群と基盤岩に対

してアバットする形態で不整合に覆って発達している.H主な

岩相は釣懸層か浅海性の砂岩及び泥岩千畳層カミ珪質頁岩米

間層カミシノレト岩一凝灰質砂岩と案山岩火山砕層岩からなってい

る･各地層からは海生の具有孔虫放散虫珪藻化石等の

ほか花粉化石も多産しておりその時代区分と渡島半島地域と

の対比も明らかとなった･なお釣懸層から産出する巻貝の

WC〃〃ツ0尾0ツ舳α5はその北限産地として有名である.

後期鮮新世の神威山層と勝澗層はいずれも陸域において堆

積した地層で前者は神威山を中心に活動した安山岩の火山噴

出物からなる.後者は湖沼成の堆積物で下部は礫岩及び砂

岩中部は沈澱成の硫黄鉱床を伴う泥岩上部は流紋岩溶岩を

伴う凝灰質砂岩からなっている｡

海成段丘は11段あって形成過程を含め各段丘の堆積物につ

いても詳しく記述されている.なお標高400m以上の高高

度の段丘形成とその保存状態は対岸の渡島半島地域では認め

られないもので興味ある地史を含んでいる｡
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